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令和３年度 社会福祉法人昭和福祉会 事業報告書

【基本方針】

理念である『わたしたちは、ご利用者を第一に考え真心あるサービスの提供に努めま

す。』を基本とし、誠実で思いやりの気持ちを持って、社会福祉法人として、地域で生

活されている高齢者の方が、住み慣れた環境の中で暮らしが継続できるよう、施設や事

業所間は元より、今後も村や県、関係機関と協議を重ね、中・長期計画の策定に取り組

み、限られた資金、人材で、より質の高いサービスを効率良く長期的に提供出来るよう

な運営に努めて参ります。

令和３年度は介護報酬改定の年であり、特に新型コロナウイルス感染症や様々な災害

が発生する中で「感染症や災害等への対応力強化」を図ると共に、団塊の世代が後期高

齢を迎える２０２５年に向けての「地域包括ケアシステム」「自立支援･重度化防止の

取り組み」「介護人材の確保･介護現場の効率化」「必要なサービスは確保し、適正･重

点化を図る」ことが求められているため、今後も人事考課制度を有効活用し、法人とし

ての共有すべき価値観や行動基準を浸透させ、上司と部下が同じ期待像を共有化するこ

とで方向性を確認しながら、何を成し遂げればいいのか、という視点を明確にし取り組

んで参ります。

・居宅介護支援事業所、居宅サービス、施設サービス、保健福祉･医療機関等との連

携を図り、ご利用者の権利擁護に重点を置き個別のサービス向上に努めた。

・介護報酬改定により運営や設備等に関する、様々な改定事項(猶予期間あり)に対応

する準備を動画研修等を取り入れ開始した。令和 4 年度は科学的介護情報システム
(LIFE)「ご利用者へのサービス提供データの提出とフィードバックの活用により、
PDCAサイクルを用いたケアの質の向上を図る」ことが出来るよう導入に取り組む。
・新型コロナウイルス感染拡大防止対策を法人全体で取り組んだ。ご利用者から陽性

者が発生し、ご心配ご迷惑をお掛けしたが感染拡大を防止することができた。一方で、

面会制限が長期化しており、ご不便ご心配をお掛けした。近況報告を発送したり、オ

ンライン面会や窓ガラス越し面会、期間限定のパーテーション越しの対面面会を実施

し不安の解消に努めた。今後も状況に応じて、感染対策を講じながら面会方法につい

て対応していく。引き続き「感染症や災害等への対応力強化」を法人全体で取り組み、

ご利用者に必要なサービスが継続的に提供できるよう業務継続計画(BCP)の策定や訓
練の実施に努める。

・慢性的な職員不足のなかでも、職員同士が協力し合い最小限の人数で最大限のサー

ビス提供を目指し取り組んだ。今後も人事考課を活用し法人としての方向性を浸透さ

せ、職員が一丸となり予算の適切な執行、業務改善、経費節減を行い安定した運営を

目指します。

Ⅰ 特別養護老人ホーム昭和ホーム「本館」

【基本事項】

（１）個別ケアの提供に努めます。

・ご利用者一人ひとりの個性や生活歴を尊重し、集団生活への調和と安全性に配慮

し、穏やかな生活が送れるよう支援します。

・短期入所ご利用者については、在宅での介護方法の延長と心身機能の維持に配慮

します。

（２）施設利用率の向上を図り経営の安定に努めます。

・施設本館利用率９７％以上。本館短期利用率７０％以上を目標とします。

（３）信頼できる施設づくりの基本として職員教育を実施します。
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・感染症や災害が発生した場合でも、必要なサービスの提供が継続できるよう、Ｂ

ＣＰ(事業継続計画)の策定、研修の実施、訓練の実施等に努めます。

・防災・非常時災害対策の充実と体制強化のため、毎月の訓練と小中津川住民で構

成した｢非常災害協力隊｣参加の訓練を実施します(年 1回)。
・事故防止と発生時の適切な対応をとるためにリスクマネジメントの研修を実施し

、安全担当者を定め、組織的な安全対策体制を整備します。

・接遇やハラスメント対策、ストレスマネジメントに関する研修を実施します。

・各種送迎や、通勤等における安全運転と事故防止を徹底します。

（４）ご利用者の人権擁護、虐待防止、不適切なケアの防止、身体拘束ゼロを継続しま

す。

・身体拘束を行わない介護技術や虐待に関する研修、また、不適切なケアに対する

アンケートの実施や、原因となり得るストレスマネジメント研修など、施設長を

先頭に全職員で取り組み職員自らが制度を理解し確実に実践することで、施設内

の不適切ケアにも繋がらないよう努めます。

（１）コロナ禍で様々な制限があり、ご家族参加のカンファレンス開催は出来ません

でしたが、ご利用者･ご家族の意向確認をとりながらサービス計画書に反映し、各部

署で共有し個別ケアの提供に努めた。

（２）ご利用者から陽性者が発生し、ご心配ご迷惑をお掛けしたが感染拡大を防止す

ることができた。また、入院や退所者が多かったが本館長期利用率は９６％と目標に

近く、短期利用率は８２％と、コロナ禍であっても目標を上回ることができた。

（３）ＢＣＰ(事業継続計画)に関する動画研修を実施し策定に着手した。訓練までは

実施に至らなかったので次年度の課題とする。

・毎月の避難訓練は実施できたが、コロナ禍のため小中津川住民で構成した｢非常災

害協力隊｣参加の訓練はできなかった。

・安全対策研修会を実施し、安全対策担当者を定めることができた。

・接遇やハラスメント対策に関する動画研修を実施した。

・各種送迎や、通勤等における安全運転と事故防止に努めた。

（４）虐待防止やストレスマネジメントに関する動画研修の実施や、不適切なケアに

対するアンケートの実施ができた。施設長を先頭に全職員で取り組み、虐待や身体拘

束に繋がらないよう努めた。

Ⅱ 特別養護老人ホーム昭和ホーム「ユニット館」

【基本事項】

（１）ユニットケアの特性を活かし、ご利用者一人ひとりの個性や生活リズムに合わせ

たサービスの提供に努めます。また、ご利用者同士が相互に社会的関係を築きそ

の人らしく活きいきと自律的な日常生活を営んでいただくよう支援いたします。

・本人の意思や生活習慣が優先される居住空間の整備します。

・１０人づつのユニットグループ形成と職員の固定配置によりなじみの関係を構築

しご利用者それぞれの２４時間の暮らしを支えます。

・今後もより充実した２４時間シート(個別日課表)を作成し、記録との連動により、

ケアの統一化と質の向上に努め、ケアプラン更新時には２４時間シートを見直し

てご利用者の状況変化を反映させます。

（２）ご利用者の入居促進につとめ経営の安定を図ります。

・ユニット館利用率７７％以上を目標とし、職員の採用、定着に一層努力します。

（３）信頼できる施設づくりの基本として職員教育を実施します。

・感染症や災害が発生した場合でも、必要なサービスの提供が継続できるよう、Ｂ

ＣＰ(事業継続計画)の策定、研修の実施、訓練の実施等に努めます。
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・防災・非常時災害対策の充実と体制強化のため、毎月の訓練と小中津川住民で構

成した｢非常災害協力隊｣参加の訓練を実施します(年 1回)。
・事故防止と発生時の適切な対応をとるためにリスクマネジメントの研修を実施し

、安全担当者を定め、組織的な安全対策体制を整備します。

・接遇やハラスメント対策、ストレスマネジメントに関する研修を実施します。

・各種送迎や、通勤等における安全運転と事故防止を徹底します。

（４）ご利用者の人権擁護、虐待防止、不適切なケアの防止、身体拘束ゼロを継続しま

す。

・身体拘束を行わない介護技術や虐待に関する研修、また、不適切なケアに対する

アンケートの実施や、原因となり得るストレスマネジメント研修など、施設長を

先頭に全職員で取り組み職員自らが制度を理解し確実に実践することで、施設内

の不適切ケアにも繋がらないよう努めます。

（１）サービス計画書の情報や日々の介護状況を基に２４時間シートを作成し共有す

ることで、ご利用者一人ひとりの個性や生活リズムに合わせたサービスの提供に努め

た。

・介護報酬改定により１ユニットの定員が緩和され１５名までが入居可能となり、３

ユニットを２ユニット的に使用することで、定員３０名ところを２６名まで受け入れ

することができた。

（２）ユニット館利用率７７％以上を目標にしていたところ、２６名のご利用者を受

け入れできたため８２％を超えることができた。

（３）ＢＣＰ(事業継続計画)に関する動画研修を実施し策定に着手した。訓練までは

実施に至らなかったので次年度の課題とする。

・毎月の避難訓練は実施できたが、コロナ禍のため小中津川住民で構成した｢非常災

害協力隊｣参加の訓練はできなかった。

・安全対策研修会を実施し、安全対策担当者を定めることができた。

・接遇やハラスメント対策に関する動画研修を実施した。

・各種送迎や、通勤等における安全運転と事故防止に努めた。

（４）虐待防止やストレスマネジメントに関する動画研修の実施や、不適切なケアに

対するアンケートの実施ができた。施設長を先頭に全職員で取り組み、虐待や身体拘

束に繋がらないよう努めた。

【重点事項】

□総務係

①経営基盤の強化

・法人本部・昭和ホーム本館・ユニット館拠点区分毎に適正な会計処理を行います。

・介護報酬改定を踏まえ、本館・ユニット館の効率的な運営に取り組み、更なる経費

節減・業務改善に努めます。

・稼働率向上のための取り組みを継続します。

・本館の老朽化設備を各種補助金を有効に活用し、計画的に安全な改修工事を行いま

す。

・パソコン等システムの更新を適切に行います。

②職員の資質向上

・計画的な外部・オンライン・動画研修への参加及び、内部研修の充実のため、年間

研修計画を作成し職員に周知を図ります。

・経験年数や職種に応じたキャリアアップのために、外部・オンライン・動画研修の

活用を図りながら、内部研修も充実させ、全体的な研修体系の確立を図ります。

・職員の能力開発・育成への活用、公正な職員処遇の実現、個人の意欲の喚起と組

織活性化のため、適正な人事考課を行います。
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①経営基盤の強化

・令和 3年度事業別稼働率 本館 96.03％（昨年 94.72％）、短期 81.89（昨年 70.36％）、
ユニット館 82.63（昨年 76.93％）施設、短期とも稼働率が上がり前年比 105.6％
収入が増加した。支出は、原油価格高騰等により冬期電気代が上がったが全体的には

昨年度並みに抑えることができ、収支状況が改善した。新型コロナウイルス感染対策

をし、慎重に新規入居者の受け入れ・短期入所の運営を行った。

・本館ナースコール更新工事の助成金 400 万円を利用し、12 月に工事完了。福島県
の補助事業を利用し、１月に簡易陰圧装置（3 床分）を設置。また、各種新型コロナ
関係補助金を活用し、経費の一部を補うことができた。

・職員の採用について、ホームページ・ハローワーク・職員募集広告等を行い、２名

の採用があったが、慢性的な職員不足の解消には至っていない。

・社会福祉施設書面監査・調査を受け、適切な指導・助言をいただき施設運営の改善

を図った。

②職員の資質向上

・コロナの影響により外部研修を動画研修に切り替え、施設長が研修内容等を選定、

全職員が視聴し感想の記入、その後回覧を行った。引き続き職員の資質向上、知識の

共有を図る。人事考課制度により職員が自らの力を発揮し、自己評価により自分を振

り返る事が出来、継続して職員の資質向上・モチベーションアップに繋がっている。

□生活相談係

①日常生活の支援

ご利用者一人ひとりの意向を尊重し、状態の把握を適切に行い、ケアプランを作成し

ます。その人らしい生活を実現するために、多職種協働で支援します。また、ご利用者

のご希望やご要望があれば丁寧に対応し、安心して生活できる環境を整えます。

②ご家族への支援

ご家族宛にご利用者の生活の様子を文書などにまとめ、定期的に送付します。面会制

限がある期間でも、面会方法や情報提供を充実させ、ご利用者やご家族の方に満足いた

だけるよう取り組んで行きます。

③地域・関係機関との連携

感染予防対策を講じながら、地域の方々やボランティアなどを受け入れ、ご利用者が

笑顔で穏やかに過ごせる環境作りに努めます。

ショートステイを必要とするご家族が、スムーズに入所できるように、また入所後も

穏やかな生活ができるように、居宅介護支援専門員との連携を図りながら支援します。

①ケアプランについては、各部署職員と連携し、一人ひとりの状態に合わせたプラン

を作成することができた。意向欄には、ご利用者、ご家族の生活に対する意向を踏ま

えた課題分析の結果を載せることで、よりわかりやすいプランとなるよう努めた。苦

情受付件数は、本館 6 件、ユニット館 0 件でした。全体的に受付件数が少なかった事
を重く受け止め、ご利用者の思いを吸い上げていく仕組み作りについて全職員で話し

合い、ご利用者が安心して気持ちよく生活できるよう取り組んでいきたい。

②行事の度に介護職員が中心になって写真撮影を行い、写真が多く掲載された個別の

近況報告を作成した。今年度は 3 回ご家族へ送付することができた。面会については
感染状況に合わせて制限をさせていただいた。面会制限がある中でも、ご利用者の状

態に応じて個別の対応をさせていただくことができた。

③ボランティアの受け入れは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施できな

かった。施設内でできる行事については、感染対策を講じながらできる範囲で実施し

た。ショートステイの受け入れに関しては、居宅介護支援専門員と連携を図り、スム

ーズな受け入れ支援ができた。
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□養護係（本館）

①施設で生活されるご利用者一人ひとりの生活歴・人生観の理解・把握に努め、その方

らしい生活が過ごせるよう接遇面に注意しケアプランに沿ったサービスを提供します。

②障害・認知症があっても、その方らしい生活が過ごせるよう、行動の理解・把握に努

め、施設での生活に不安感を感じないよう、コミュニケーションを小まめに行います。

③介護技術の内部研修会を開催し介護技術の習得・向上を図ります。また、外部やオン

ライン研修を受講し、より良いサービスの提供に努めます。

④施設全体で連携・協力し、ご利用者一人ひとりが安心して穏やかに生活が出来るよう

生活の質の向上に努めます。

①ご利用者一人ひとりの生活歴や人生観の理解・把握に努めた。また、その方らしい

生活が過ごせるようケアプランに沿ったサービス提供を行った。

②③新型コロナウイルスの流行に伴い、今年度も外部研修は実施出来なかった。代わ

りに、動画研修での研修を多く実施した。その研修で得た知識を活かし、ご利用者一

人ひとりに適した介護を行い、施設で穏やかに過ごして頂けるように努めた。

④各部署とコミュニケーションを図り、連携・協働に努めた。施設での生活に不安感

など無く穏やかに日常生活を過ごせるよう情報共有を小まめに行い、より良いケアの

提供に努めた。

□養護係（ユニット館）

①ご利用者一人ひとりの意思や生活習慣に合わせた環境を作り、安心して生活して頂き

暮らしの場とできるよう支援していきます。

②ケアプランに沿ったサービスの提供と２４時間シートを活用し個別ケアが提供できる

よう情報の共有とケアの統一を図ります。

③内部・外部・オンライン研修を受講し技術や知識を習得、周知とケアの質の向上を図

りより良いサービスの提供に努めます。

④ユニットケアの理解と施設全体の連携、協力、情報の共有を図りサービスの向上に努

めます。

①ご利用者の意向を伺いながら居室の環境整備や、ご利用者同士の関係性に配慮した

座席の配置など、安心して生活して頂けるよう努めた。

②ケアプランに沿ったサービスの提供と情報の共有を図り統一したケアができるよう

努めた。

③定期的な動画研修、内部研修を実施し、知識の習得と周知をしケアの質の向上に努

めた。

④他部署との情報の共有と連携、感染対策を含め施設全体での協力体制を築けるよう

努めた。

□看護係

①ご利用者の看護、服薬管理

毎日ご利用者と接している介護職員の情報をもとに、ご利用者の健康状態を把握して

異常の早期発見に努めます。看護師同士、介護職員と共に薬の確認をしあい、服薬事故

がないように努めます。万が一事故が起きてしまった場合は、リスクマネジメント委員

会で事故予防案を出し合い、最も適切な予防策を講じます。

②医療キーパーソンとしての役割

医師の所見や指示を早期・的確に他部署へ報告し、情報共有によりご利用者の健康を

守ります。新型コロナウイルス感染症で面会ができないなか、ご家族の報告を今まで以

上に詳しく、わかりやすくお伝えし、現在の状況を確実に把握できるよう努めます。ご

本人、ご家族、施設職員をつなぐ役割、窓口としての職務を担います。
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③看取り支援

ご本人とご家族の意向に沿い、希望時は看取り支援を行います。病院との違い、施設

で出来ることの限度をご理解頂き、施設看取りの趣旨を十分に説明、同意を得た上で看

取りケアを開始します。他部署との連携を図りながら行い、身体の保清と安楽な看取り

を実施します。

①②介護職員から異常の報告があれば情報収集を行い考察し、必要時医師へ早期報告、

指示を仰ぎ対応した。受診した場合は医師の所見、指示を介護職員へ報告し情報共有

した。服薬事故は上半期に２度起きてしまった。早期に医師、ご本人ご家族へ報告を

行った。リスクマネジメント委員会で事故防止対策を講じ、服薬マニュアルの見直し

を行い現在事故なく経過、事故防止を徹底していく。ご本人、ご家族へは大変ご心配

をおかけした。

②③ご家族より看取り希望があれば、看取り支援を行ってきた。医師、ご家族、他部

署の協力を得ながら円滑に行うことができた。看取り時の面会については、個人防護

服を用いて感染症対策により直接面会していただくことができた。数少ない面会以外

では、電話にてご家族に現状況を報告し今の状況を把握いただけるように努めた。

□栄養係

①ご利用者の健康な生活を維持するため、基本的な栄養所要量を満たした食事を適温で

提供します。医師の指示に基づき、嗜好や状態に合った食事を提供します。

②季節の食材を生かした四季折々の行事食、複数のメニューから選ぶ選択食を定期的に

行い｢食の楽しみ｣の場を広げます。

③食中毒予防のために職員の衛生管理を徹底して行います。栄養士・調理員が動画視聴

研修などに参加し、知識向上を図り、食中毒の予防に取り組みます。

①医師の指示、また他職種との連携により、各々の状態や嗜好に合った食事を提供し、

ご利用者の健康維持・増進に努めた。

②季節感のある献立や、旬の食材を多く取り入れるよう心がけた。また複数のメニュ

ーから好きな献立を選ぶ「希望昼食会」を定期的に行い、食事を楽しんでいただける

よう心がけた。

③今年度も外部研修は無かったが、調理員が動画視聴研修を行い、食中毒に対する意

識向上を深め予防・防止に努めることができた。

【具体的事項】

□委員会体制の充実

本年度は各委員会構成メンバーは２年目を迎えるため、委員会の活動内容をより専門

性に特化した活動とします。各委員会がそれぞれに自主性を発揮し活動を行えるよう、

各委員会を支援していき、会議や活動への参加率の向上を目指していきます。

各委員会の事業報告については、別紙のとおり。
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Ⅱ すみれ荘居宅介護支援事業所

【基本事項】

要介護状態になった場合でも、可能な限り居宅において、有する能力に応じて住み慣

れた地域で自立した日常生活が送れるように配慮し、心身状況やおかれている環境に応

じてご利用者の選択に基づき、適切なサービスが利用できるよう対応していきます。

【重点事項】

①ご利用者の心身の状況や、環境等に応じて、ご利用者及びご家族の意向に基づき、抱

える課題や問題を把握し、介護サービスの情報の提供と調整、医療機関等と連携を図り、

可能な限り居宅において、ご本人の機能や能力を最大限に活かし、自立した日常生活が

送れるように支援していきます。

②入退院時においては、医療機関への情報提供や、情報収集を行い、退院後に円滑に在

宅復帰ができるように対応していきます。

③ご利用者やご家族との関係を構築していく上で、意向の確認を適切に行い、おかれて

いる立場などの理解に努め、適切な情報提供や支援策を提案し、支援を通じて信頼関係

の構築を目指し、地域包括支援センターや関係事業所等と連携を図り、ご利用者が住み

慣れた地域で生括することができるように支援していきます。

①ご利用者の心身の状態や能力に応じて、ご本人とご家族の意向に基づき、居宅サー

ビス計画書を作成し、関係機関と連携しながら、自立した日常生活が送ることができ

るように支援しました。

②担当件数は累計３１１名、月平均５２名。入院時は入院時情報提供シートを FAX
し、病院の担当者に情報提供を行い、退院後は円滑に在宅復帰ができるよう、医療機

関や関係事業所、ご家族等と連携を図り、退院後、支障なく生活することができるよ

うに支援しました。

③ご利用者やご家族の、おかれている立場や状況を理解し、問題解決ができるように

迅速に対応し、信頼関係の構築ができるように努めました。対応が難しい事例では、

地域包括支援センターや関係事業所と連携を図り、住み慣れた地域で生活することが

できるように支援しました。

Ⅲ 居宅介護サービス事業

【基本事項】

利用者一人ひとりの意思及び人格を尊重し、利用者の立場に立った適正な通所介護事

業及び訪問介護事業を実施し、心身機能の維持向上や社会的孤立感の解消並びに家族の

身体的、精神的負担の軽減を図り、利用者の在宅生活を支援することを目的とします。

また、地域に密着し信頼されるサービス事業の展開を目指します。

１．介護保険事業 重点事項

通所介護事業

①利用者の在宅生活が活き活きと張りのある豊かな毎日となるよう、利用者とともに一

人ひとりの明確な目標を設定し、その実現に向けての取り組み、利用者個人の身体的・

精神的な状況、状態に即したサービス提供を行い、全ての利用者に満足いただけるよう

努めます。

②要支援者のＱＯＬ向上を目指すために作業療法士のプランに基づいた個別機能訓練、

集団リハビリに積極的に取り組み、在宅で自立した生活が継続できるよう支援していき

ます。
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訪問介護事業

①ヘルパーが訪問する事で生活環境が良くなり、ご利用者の表情が明るくなるような

サービスを目指します。

②ご利用者・ご家族と信頼関係を築き、ご利用者の求めている生活に近づき、満足いた

だける

サービスを目指します。

通所介護

①ご利用者に安心して利用いただけるよう検温や体調確認を実施し、マスク着用や手

指消毒、換気に注意を払いました。施設から罹患者が出たことで職員が接触者となり

通所介護事業を一時的に休業する事もあり、ご利用者、ご家族の皆様にはご不便ご心

配をお掛けしました。

少ない人員、未経験の職員が多くいる中でご利用者に満足いただけるサービスを提

供するため介護技術研修や動画研修を月2回程度実施し職員のスキルアップに努めま

した。定期的にモニタリング、アセスメントを実施してご利用者、ご家族からの意見

や要望を聴くことでサービスの向上に努めました。

ご利用時の状態の変化や主治医からの情報提供については、看護師からご家族へ具

体的且つ丁寧な説明をするよう心がけました。

②個別機能訓練は定期的に専門職による会議を設け、個別リハビリや集団リハビリ内

容の検討を行いました。作業療法士がその人に合ったオーダーメイドのリハビリメニ

ューを作成し、定期的にご利用者様の状態を確認し、必要に応じてプログラムの変更

を行い、看護師がメニューに基づいて対象者9名、累計562件のリハビリを実施し、歩

行の安定や機能維持・向上ができるよう取り組みました。

集団リハビリは累計で 1,239 件の運動を実施しました。既存のメニューを見直し新
たな体操を取り入れるなど工夫し、レクリエーションの時間帯にご利用者が楽しく、

継続した運動ができるよう努めました。

訪問介護

①感染が拡大する中で、自宅を訪問し感染対策を行いつつ自らも感染しないよう対策

を徹底しました。日常的な家事全般や自宅入浴を支援することで、ご利用者が自宅で

自立した生活ができており、ご家族の介護負担の軽減にも繋げることができた。

②コロナ禍で帰省できないご家族も多く、ご利用者の生活状況、身体状況等をご家族

に報告し、必要に応じて関係機関との連絡調整や情報提供を行い、ご利用者が安心し

て生活できるよう努めました。

２．指定管理事業 重点事項

１）高齢者生活支援センター

①要介護、要支援の入居者に対する複合的な生活支援に努め、入居者のプライバシー

に配慮し、共同の生活のルール内での最大限に個別の希望が見たされるよう努めま

す。

②入居者が安心して生活が送れるよう関係機関と連携を図り、各種相談、助言、緊急

時の対応を迅速にできるよう努めます。

２）配食サービス事業

①一人暮らし高齢者等に対し、定期的に居宅を訪問して、栄養バランスのとれた食事を

提供することで、健康管理と安否確認ができるよう努めます。

②季節感のある食材を美味しく召し上がっていただくために、ご利用者の食事形態に合

わせた調理及び季節感のある食事を提供できるよう努めます。
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３）車椅子同乗軽自動車貸出事業

①在宅の要援護・要介護高齢者等の方の外出を助け、障害をもたれた方々の社会参加を

促進していくために専用車両の貸出を実施し、生活の利便性が図られるよう努めます。

４）昭和村地域生活移動支援事業

①障害のある方が、自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう、地域の

特性や本人の状況に応じ、柔軟な形態により実施します。

②障害のある方の福祉の増進を図るとともに、人格と個性を尊重し安心して暮らすこと

のできる地域社会の実現に寄与することを目指します。

１）高齢者支援センター

①認知機能低下により不穏になられる方もあったが、ご利用者が安心して生活できる

よう巡回時に個別ニーズに対応し、関係機関、ご家族への連絡調整を行い、快適な生

活が遅れるよう対応しました。

②居室で転倒事故や身体状況の変化により動けなくなった方もおり、主治医、ご家族

への連絡を迅速且つ適切に対応することができた。

冬期間、越冬するのため村外で生活される方や生活に不安のある方が増えてきてい

る中で、村内の社会資源を増やしていくため、高齢者生活福祉センター（２人部屋）

について、冬期間に限り１人でも入居できるよう提案し、次年度から実施する事とな

りました。

２）配食サービス

①延べご利用者 2,961 人、1日平均 9.9 食のご利用をいただきました。デイサービスの
帰りの送迎でお弁当を配達し業務の効率化を図っています。ご利用者の安否、生活状

況を確認し関係機関への報告も実施しました。

②季節感ある食材を使用し、ご利用者の嗜好や形状を考慮したお弁当の提供に努めま

した。

３）車椅子同乗軽自動車貸出事業

実利用者 3 件、延べ 9 回の利用があり、村内、村外への医療機関への通院が主な用
途となっています。

４）昭和村地域生活移動支援事業

対象者が減ったことで利用実績は 1 件であったが、地域の特性を踏まえてご利用者
の安全を優先に考え、ご家族の負担が軽減されるよう対応する事ができた。

３．地域貢献事業

外出支援サービス事業

①住み慣れた地域で生活していくために、日常生活で必要となる外出ができるよう支援

し、住民の福祉サービスの向上が図れるよう努めます。

延べ 48 件の利用があり、診療所への通院や施設での入浴を実施し、日常生活を支援
しご家族の負担軽減を図りました。令和４年度からは「昭和村高齢者等外出支援事業」

の名称で昭和村からの委託事業となり、在宅サービス事業(ショートステイ)の通院も

対象として住民サービスの向上に努めていきたい。


